













































































































































































































































































































塾長  佐 竹  秀 雄  
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『ブレーキは早めに スピードは控えめに』  昭和 41 年内閣総理大臣賞 
  『のんだら のるな のるなら のむな』   昭和 41 年入選 
『とび出すな 車は急に止まれない』     昭和 42 年内閣総理大臣賞 
  『ゆずり合う 心一つで 事故は０』     昭和 43 年佳作 
『せまい日本 そんなに急いで どこへ行く』 昭和 48 年内閣総理大臣賞 
最近の作では 
  『目的地「早く着く」より「無事に着く」』   平成 23 年警察庁長官賞 
『スマホ手に 車や自転車 事故のもと』   平成 25 年内閣総理大臣賞 
『こんばんは 早めのライトで ごあいさつ』 平成 28 年内閣総理大臣賞 







『あわてるな その表現は 誤解生む』 
『伝えたい 自分の気持ちを 正確に』 
『敬語の名手は人気者 話し相手を幸せに』 













                            H23 
   ㋐物事の本質を捉えた見方をする㊣・・・・・・・・26.4% 
   ㋑疑って掛かるような見方をする・・・・・・・・・48.2% 
   ㋐と㋑の両方・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2.1% 
   ㋐と㋑とは全く別の意味・・・・・・・・・・・・・ 2.9% 







『役不足 自ら言うのは 自己過信』 
「役不足」はその人の能力に対して、与えられた役や役目が軽すぎること（本人力量＞役）
を言う言葉である。ところが逆に力量不足（本人力量＜役）の意味で用いる人が半数を超え
ている。平成 14、18、24 年度の「調査」結果は下記である。 
                             H24   H18    H14 
  ㋐本人の力量に対して役目が軽すぎること㊣・・・・41.6%  40.3%  27.6％ 
㋑本人の力量に対して役目が重すぎること・・・・・51.0%  50.3%  62.8% 
   ㋐と㋑の両方・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2.5%   2.9%   2.8% 
   ㋐と㋑とは全く別の意味・・・・・・・・・・・・・ 1.6%   0.3%     1.8% 
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                             H24   H18    H14 
 ㋐傾向に乗って、ある事柄の勢いを 
増すような行為をする㊣・・・・23.4%  17.5%  12.4％ 
㋑傾向に逆らって、ある事柄の勢いを 
失わせるような行為をする・・・59.4%  62.2%  63.6% 
  ㋐と㋑の両方・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1.6%   1.5%   1.1% 
  ㋐と㋑とは全く別の意味・・・・・・・・・・・・・ 1.4%   0.3%     1.5% 
  ㋒分からない・・・・・・・・・・・・・・・・・・14.2%  18.5%    21.4% 





『かけた情けは ブーメラン 巡り巡って自分の許に』 
「情けは人のためならず」を人に情けを掛けて助けることは、その人のためにならないと
理解する人が４割台半ばいる。本来は、掛けた情けは、巡り巡って結局は自分のためになる
という意味。平成 12 年度と平成 22 年度の「調査」結果はほぼ横這いだが、若年層は 60%
近くが誤って理解しており、直近に調査すれば誤用の割合が増加していると予想できる。 
                           H22   H12 
  ㋐人に情けを掛けておくと、 
巡り巡って結局は自分のためになる㊣・・・・45.8％  47.2％ 
   ㋑人に情けを掛けて助けてやることは、 
      結局はその人のためにならない・・・・・・・45.7%  48.7％ 
   ㋐と㋑の両方・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4.0% （選択肢なし） 
   ㋐と㋑とは全く別の意味・・・・・・・・・・・・・ 1.9% （選択肢なし） 
   分からない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2.6%   4.1％ 






『落ち込むな 主治医から 姑息的治療と言われても』 
姑息の「姑」は「しばらく」、「息」は「休息」の意味で、「しばらくの間休む」ところか
ら本来は「一時しのぎ」の意味である。しかし「姑」のイメージが悪いのか「卑怯」と理解
している人が７割を超えており、60 歳未満では 80%の人が誤って理解している。 
                            H22   H15 
  ㋐「一時しのぎ」という意味㊣・・・・・・・・・・15.0％  12.5％ 
   ㋑「卑怯な」という意味・・・・・・・・・・・・・70.9%  69.8％ 
   ㋐と㋑の両方・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2.9%   4.7％ 
   ㋐と㋑とは全く別の意味・・・・・・・・・・・・・ 2.1%   1.7％ 







『耳は聴覚 目は視覚 手肌と違ってノータッチ』 
「耳ざわり」についての平成 14 年度の「調査」は圧倒的に本来の意味である「耳障り」
を選んだ人が多かった。 












『ミステリー さわりを読めば 謎解ける』 





を超え、60 歳以上を除いた世代では 6 割以上が誤用している。 
                           H19   H15 
 ㋐話などの要点のこと㊣・・・・・・・・・・・・・35.1%  31.1％ 
㋑話などの最初の部分のこと・・・・・・・・・・・55.0%  59.3% 
㋐と㋑の両方・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2.7%   3.9% 
㋐と㋑とは全く別の意味・・・・・・・・・・・・・ 0.2%   0.8% 




『食事中 笑う時には 口に手を 噴飯もの（失笑）のエチケット』 
「噴飯もの」はおかしさの余り、口の中にある飯を思わず噴き出して笑うことだが、平成
24 年度の「調査」では「腹立たしくて仕方のないこと」との回答がほぼ半数を占めた。 






 分からないとの回答が 25％以上あるのもこの言葉の特筆すべき点である。 
  
「失笑する」は平成 23 年度の「調査」では下記の結果となっている。こちらは 6 割を超え
る人が誤解している。 
















                          H25    H15   H7 
  ㋐気になる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25.0％  17.8％  17.9％ 
   ㋑気にならない・・・・・・・・・・・・・・・・・57.5％  68.3%  78.7％ 














『いつまで続く不統一 音声「ら」抜き テロップ「ら」入り』 




   H27   H22   H12    H7 
  ㋐食べられない・・・・・・・・・・60.8％  60.2％  67.7％  67.3％ 
   ㋑食べれない・・・・・・・・・・・32.0％  35.2%  25.5％  27.2％ 
   ㋒どちらも使う・・・・・・・・・・ 6.8％   4.0%   6.3％    5.0% 
㋓分からない・・・・・・・・・・・ 0.4％   0.6%   （選択肢なし） 
 
(2) 朝５時に来られますか 
        H27   H22   H12    H7 
  ㋐来られる・・・・・・・・・・・・45.4％  47.9％  54.2％  58.8％ 
   ㋑来れる・・・・・・・・・・・・・44.1％  43.2%  33.8％  33.8％ 
出力_69002336オトナのための日本語塾_web用本文.indd   8 2019/07/25   16:18:45
- 9 -
   ㋒どちらも使う・・・・・・・・・・ 9.8％   8.1%  10.6％    6.3% 
㋓分からない・・・・・・・・・・・ 0.7％   0.9%   （選択肢なし） 
 
(3) 彼が来るなんて考えられない 
     H27   H22   H12   H7 
  ㋐考えられ・・・・・・・・・・・・88.6％  88.2％  88.7％  88.8％ 
   ㋑考えれ・・・・・・・・・・・・・ 7.8％   8.1%   5.9％    6.7％ 
   ㋒どちらも使う・・・・・・・・・・ 2.9％   2.3%   4.1％    3.1% 
㋓分からない・・・・・・・・・・・ 0.8％   1.3%   （選択肢なし） 
 
(4) 今年は初日の出が見られた 
      H27   H22   H12   H7 
  ㋐見られた・・・・・・・・・・・・44.6％  47.6％   （選択肢なし） 
   ㋑見れた・・・・・・・・・・・・・48.4％  47.2%   （選択肢なし） 
   ㋒どちらも使う・・・・・・・・・・ 6.5％   4.9%   （選択肢なし） 
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語は他の変化の要素にも寛容である。 















『繋げたい 日本の良さを 言葉に込めて』 
『次世代へ 言葉のリレー 楽しもう』 
  







































・『文章読本』谷崎潤一郎著 1934 年 中央公論社 
・『文章読本』菊池寛著 1937 年 モダン日本社 
・『新文章読本』川端康成著 1950 年 あかね書房 
・『文章読本』伊藤整編 1954 年 河出新書 
・『文章読本』三島由紀夫著 1959 年 中央公論社 
・『文章読本』中村真一郎著 1975 年 文化出版局 
・『文章読本』丸谷才一著 1977 年 中央公論社 
・『自家製 文章読本』井上ひさし著 1984 年 新潮社 
・『文章読本』吉行淳之介選 1988 年 ランダムハウス講談社 
・『文章読本』向井敏著 1988 年 文藝春秋 
 
 











































































（坪内逍遥著 明治 18 年）は講談調の文体で書かれ、対抗した「浮雲」（二葉亭四迷著 明
治 20 年）・「あひびき」（二葉亭四迷訳 明治 21 年）は言文一致体をめざす。名訳とされる










































































































































典』（中村明著 2007 年 東京堂出版）では、「文章の表現上の性格を他と対比的にとらえ
た特殊性。文体を類型面でとらえるか個性面でとらえるかによって大きく二分され、現実に
                                                  
1) 戯作：近世後半における一連の小説作品をさす。様式でいえば、洒落本、滑稽本、黄表紙、
合巻、読本、人情本を含む。 





























































































山図鑑」と略記）、それに昭和五十一年に成った川副昭人 / 若林守男『原色日本蝶類 
図鑑』（「川副・若林図鑑）と略記）のことである。 
「平山図譜」戦前（昭和 8 年） 
  ジヤコウアゲハ（ヤマジヨラウ） 
   雄ハ黒色、尾端ノ総毛ハ紅色、麝香様香気ヲ発ス。山地、平地ニ普通。幼虫ハがが
いも、うまのすずくさ、あをつづら等ヲ食ス。本州、四国、九州、朝鮮、琉球、台湾
二産ス。 






















て、３つの時代にわたって文体の比較を試み、戦前（昭和 8年）・戦後（昭和 29 年）・現代
（昭和 59 年）という、文体の推移を見事にとらえたことである。「平山図譜」は、簡潔で乾




























                                       


































     「樹皮〔殻〕を−」「シール〔壁紙〕を−」「生爪を−」「化けの皮を−」 
 【接ぐ】〔やや古い言い方で〕布や板をつぎ合わせる。つぐ。 
     「ほころびに別布を−」「小切れを−・いで座布団カバーを作る」 
     ►「継ぎはぎ」「かけはぎ」などの複合語に残る。                 
                                                  
1) 『大漢和辞典』の 137 種は、笹原宏之『訓読みのはなし』による。 


























   ①ハ（端）を基とする諸語 
   ②ハナ（撥）を基とする諸語 
   ③ハ（間）を基とする諸語 
   ④ハ（不完・不整）を基とする諸語 









                                                  
2) 書名は『國語の語根と其の分類』が原表記。 

















































































































即した合理化になり勝ちなことである。                        


























大倉浩「語源」，北原保雄 監修『岩波 日本語使い方考え方辞典』岩波書店，2003 年. 
大島正健『国語の語根とその分類』第一書房，1931 年. 
大槻文彦『大言海』新編版 冨山房，1982 年. 
大野晋 編『古典基礎語辞典』五版 角川学芸出版，2012 年. 
鎌田正・米山寅太郎『大漢語林』大修館書店，1992 年. 
北原保雄 編『明鏡国語辞典』大修館書店，2003 年. 
今野真二『日本語の考古学』岩波書店，2014 年. 
阪倉篤義『増補 日本語の語源』平凡社，2011 年. 
笹原宏之『訓読みのはなし』光文社，2008 年. 
白川静『新訂 字訓』普及版 平凡社，2007 年. 
中西進『ひらがなでよめばわかる日本語』新潮社，2016 年. 
前田富祺 監修『日本語源大辞典』小学館，2005 年. 
松岡静雄『日本古語大辞典』刀江書院，1929 年. 
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開講場所：武庫川女子大学言語文化研究所 研究所棟 I－609 
 
開講日時： 
第１回 2016 年 5 月 28 日(土)    第２回 2016 年 6 月 25 日(土) 
10 時 30 分～12 時 30 分    10 時 30 分～12 時 30 分 









第３回 2016 年 9 月 17 日(土)    第４回 2016 年 11 月 26 日（土） 







         
  
 
第５回 2017 年 1 月 28 日(土) 
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企画・開催 岸本千秋（本研究所助手） 
佐竹秀雄（本研究所研究員）  


























刊行 2017 年 3 月 3 日 
編集 佐竹秀雄 岸本千秋 
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